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苗木生産

マルチキャビティーコンテナ苗木
梨ジョイント用苗木



趣味はスキー

オーストリア林業成果報告



オーストリア林業研修成果報告

1 視察先報告 pellets    
Glock

2 森林の管理 オシアッハ研修所

3 鳥獣害対策 Witasek

4 苗木生産業者 kerunntenn

5 研修のまとめ 感じた事など

1.Pellet  RZ Produktion&VertriedStandort Wiesenau/Leiben



pellets

ペレットの袋詰め



1.GLOCK OKOENERGIE バイオマス発電システム

GLOCK OKOENERGIE バイオマス発電システム

価格 25万€（3500万円）

発電量 毎日10家庭分程度

年間 4回 メンテナンス



2. BFW Ossiach forstliche ausbildungsstatte

オシアッハの挑戦・学校の役割

森林の持続性のある管理

森林と生物多様性

森林と気候変化

森林と水

森林と自然災害



BFW Ossiach forstliche
ausbildungsstatte

木材輸出国



オーストリアの風景

オーストリアの樹種

トウヒ モミ カラマツ マツ ブナ カシワ アカシデ セイヨウトリネコ

59.7％ 2.4％ 4.1％ 4.9％ 10.2％ 1.8％ 2.7％ 3.1％
（オシアッハ研修所資料より）



天然更新

右も左も自然林

バランスのとれた混成林



至る所に種が落ちています。林の中は種だらけ。

人工造林地



安全教育の徹底と救急時の連絡方法

オシアッハ研修所での記憶に残った言葉
「環境にやさしくお金になる」すべてが良くなれば、我々はいろいろなテーマを
研究しあらゆるアドバイスを伝えます。

自然の変化に合わせて樹種変更していく。今後は針葉樹から広葉樹へと変わって
くるだろう。

トウヒ（針葉樹）への補助金はない。広葉樹を植えると補助金が出る。補助がな
くても先の事を考えて私たちは広葉樹を植える。

オーストリアではすべての山の名義は行政管理され、山主もすべて管理・把握し
ている。登記されていないと個人のものにならない。

生態系と持続可能性は現在の林業の重要な基礎、森林は生活と経済活動のための
空間、バランスと調和で出来ている。

校長先生の言葉「環境にやさしい林業はお金になる林業」。

森林の年間成長量を管理し、強固な林道を開設し、高性能機械で搬出し、個々の
技術を上げ、徹底した安全教育しても「すべては人のすること」。



Witasek 2017
Bio/Technik/Chemie

鹿による食害対策

プラスチック製品 食害ネット いろいろな形状



商品説明

BFW Ossiach forst liche ausbildungsstatte



オーストリア nursery

オーストリアの苗木生産者



苗木の規格
国 樹種 生育年数 規格 価格

オーストリア トウヒ 4年間 30㎝以上 70円

トウヒポット 4年間 30㎝以上 140円

日本 フルイ苗木 スギ（オキノヤマ）

スギ（小花粉）
2年間
2年間

35㎝～65㎝
35㎝～65㎝

102円
122円

日本 コンテナ苗 スギ（オキノヤマ）

スギ（小花粉）
2年間
2年間

H50㎝
H50㎝

187円
207円

ヒノキ 3年間
2年間

35㎝～60㎝
35㎝～50㎝

104円
87円

日本 北海道 トドマツ 5～7年間 30㎝以上 176円

日本と大きくは変わりません。

トウヒ出荷苗 ポット出荷苗



苗木床替機 殺菌剤トラクター

大型トラクターは苗木屋には必需品



トウヒの種 産地別分別乾燥

生育環境の違い！ 除草剤年1回 刹菌剤年１回



オーストリア苗木生産者のまとめ

苗木の作り方及び出荷苗の様子は日本の方が優れていると感じた。

１番の違いは環境の違い（寒い気候と雨量の少なさ）。

森林の60％がトウヒの天然更新、立地条件が悪い場所や風害、災害の後に植林、人
工的に混成林をトウヒの人工林に樹種変更する場合なども植林する。

皆伐した山は５年後に検査され、天然更新でも植林でも必ず苗木が生えてないと法
律で罰せられる事が義務付けられている事も苗木生産者には有り難い制度。

オーストリアは天然更新と聞いていたが生産者の苗木生産数を聞いて苗木生産業も
林業国にとって必要な業種で環境と経済活動のバランスの中に必要とされているこ
とを実感した。

5. 研修のまとめ



オーストリアは繋がりのある循環型林業

人づくり

技術向上

仕組み

づくり

道づくり

森づくり

安全教育

循環型

林業

オーストリア林業で1番の素晴らしいと感じた事

人づくり

働く人たちが

プロフェッショナル

森林教育

技術伝承

人づくり

働く人たちが

プロフェッショナル

森林教育

技術伝承

道づくり

強固な道

かまぼこ型

排水

砂利道

道づくり

強固な道

かまぼこ型

排水

砂利道

安全教育

服装

機械点検
緊急電波位置確保

安全教育

服装

機械点検
緊急電波位置確保

オーストリア



日本の現状と課題

①世界有数の木材輸入国
②世界の環境問題
③持続可能な森林経営へ

未来に続く森林づくり



研修のまとめ 鳥取県山林樹苗協同組合 藤原直樹

林業先進地オーストリアでは計画された国の管理のもとに各州によって異な
る法律があり、環境に配慮した森林施業や持続的な森林利用、低コストな森
林作業などを実現し、先進的な林業を行っていました。木材の余すことなく
全てを利用し、チップやペレットなどに加工しそれを使って生活していく環
境が素晴らしいと感じました。技術的な事は機械操作の個人の能力が高くプ
ライドを持って働いていると感じました。山林の95％を林道が整備してあり
山の中は林道が至る所に開設してあり、林業や農業が文化や生活とバランス
よく共存しているように感じました。苗木生産の現場では日本と大きく変わ
る事はないように感じ、逆に日本の苗木生産技術の高さを感じました。いろ
いろな事に感動を受け、現場見学では驚かされましたがオシアッハの校長先
生の言葉「環境にやさしい林業はお金になる林業」この言葉が1番心
に残りました。まず日本がやらなければならないのは行政主導の林道づくり
と森林教育、個々の安全教育と技術向上。損得で考えるのではない「環境に
配慮した森林の活用方法や自然と共存していく考え方」などを教える機関な
どです。

「鳥取県に感謝！」



長らくのご清聴ありがとうございました。


